
官民が連携した空き家対策に係るワンストップサービスの構築（空き家利活用支援協議会）

課題
 専門家のボランティアに頼っている空き家対策
 空き家バンク掲載物件は氷山の一角（狭義）

目的
 自治体と専門家が連携した持続可能な空き家対策の仕組み
 空き家バンク掲載物件以外も含めた広義な対策の仕組み

取組内容
 取組み① 持続可能な空き家対策の仕組み構築
 取組み② 自治体と専門家の連携フロー構築

成果

 中間法人としてNPO法人循環型社会推進センターの誘致
 福島市から提供された2案件の試行と福島市と連携協定団体による合同空き家相談会実施
 連携協定WGにおいて問題点の整理とワンストップサービスフローの改善を検討
 マニュアル整備（仕組みの考え方、ワンストップサービスフロー、帳票類等）

取組み① 持続可能な空き家対策の仕組み構築

相談者
（所有者・近隣住民）

空き家対策中間法人

・受付窓口
・専門家への委託

連携協定団体

福島市
（所有者調査）

専門家
（初期調査）

専門家
（詳細調査）

相談 初期調査費用等支払い

ボランティアにならない
仕組みの構築
（継続的な事業実施）
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掲
載
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委託

委
託

ワンストップサービス
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ワンストップサービスフロー
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取組み② 自治体と専門家の連携フロー構築

相談者
（所有者）

連携協定団体 ⑤空き家対策中間法人

媒介契約

委任状取得委任状作成

詳細調査

［インスペクション費用］

実費＋補助金
［シロアリ調査費用］
実費＋補助金

空き家バンク入力

福島市

確認・承認

掲載申請

空き家バンク掲載

インスペクション等の実施には以下のメリットがある
●物件状況が明らかになるため、購入者が判断しやすくなる
●購入者が物件の現況を承知の上で購入するため、瑕疵
担保責任を軽減できる

市の空き家バンクに掲載することから、瑕疵担保責任軽減
のため必須とした方が望ましい

空き家バンク制度
説明

インスペクション
・シロアリ調査
補助制度説明

インスペクション等

担当者紹介依頼する

補助制度等一覧 参照Web等で用意

建築士会
担当者選定
補助金申請

しない

実施

［システム評価費用］

●TAS-MAP
土地建物評価
→3,000円

●TAS-MAP
土地情報レポート
→10,000円

●空き家バンクに掲載物件は。
水害、土砂災害の危険のある
物件は外した方が望ましい。

●物件価格について、認識を
共通にするため、借入可能
額を想定しておいた方が望
ましい。

将来的に、媒介契約
に含める可能性あり

上物を売却しない場
合は必要なし

相談者
（所有者）

空き家対策中間法人 連携協定団体

① 登記済み？ 抵当権あり？ 宅建協会・全日済・不明 無し・不明

弁護士会
司法書士会

相続人同意？

未

売買

反対者あり

未登記世代数

反対者無し

複数世代

司法書士会1世代

遺言関連
弁護士会
東邦銀行

相続放棄
弁護士会
司法書士会

除却 建築士会

価格 鑑定士会宅建業者以外が良い

宅建協会・全日将来的に売買を予定

管理

相談

中間法人で対応

有り

［初回相談委託費用］

1万円？

②
初回相談以降

③
管理相談

中間法人の設立・誘致検討 フローの精緻化、空き家相談会対応


